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毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ本

庄
市
入
学
準
備
金
貸
付
制

度
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
進

学
が
困
難
な
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
に
対
し
て
、
入
学
に
必
要

な
費
用
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
学
校
教
育
課

（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
13
日
㈮
ま
で

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ

　
て
満
た
す
保
護
者

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

　
い
る
こ
と

②
高
校
・
大
学
等
へ
の
入
学
が

　
確
実
で
あ
る
こ
と

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
所
得
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ

　
と

⑤
１
人
以
上
の
連
帯
保
証
人
が

　
い
る
こ
と

貸
付
額

・
高
校
等　
25
万
円
以
内

・
大
学
等　
50
万
円
以
内

貸
付
利
子　
無
利
子

返
済
方
法　
貸
付
終
了
後
６
か 

　
月
を
経
過
し
た
月
か
ら
割
賦

　
返
済

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

本
庄
市
育
英
資
金
貸
付
制
度

の
ご
案
内

　
市
で
は
、
就
学
意
欲
と
能
力

が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
高
校
、
大
学
な
ど
で

の
修
学
が
困
難
な
生
徒
、
学
生

に
対
し
、
修
学
に
必
要
な
費
用

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
類
は
、
学
校
教
育
課

（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
随
時

※
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
貸
し

付
け
を
希
望
す
る
人
は
平
成
29

年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

貸
付
用
件　
次
の
要
件
を
す
べ

　
て
満
た
す
人

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

　
い
る
世
帯
の
子
で
あ
る
こ
と

②
学
力
評
価
が
基
準
以
上
で
あ

　
る
こ
と

③
修
学
意
欲
が
旺
盛
で
学
校
長

　
の
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

④
所
得
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ

　
と

⑤
２
人
以
上
の
連
帯
保
証
人
が

　
い
る
こ
と

貸
付
額
（
月
額
）

・
高
校
等　
１
万
５
千
円
以
内

・
大
学
等　
３
万
円
以
内

貸
付
利
子　
無
利
子

返
済
方
法　
貸
付
終
了
後
６
か

　
月
を
経
過
し
た
月
か
ら
割
賦

　
返
済

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

埼
玉
県
内
で
日
曜
日
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

即
日
検
査
を
実
施
し
ま
す

～   12
月
１
日
は

　
　
　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
～

　
埼
玉
県
で
は
日
曜
日
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
即
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

検
査
は
予
約
不
要
・
無
料
匿
名

で
行
い
ま
す
。
採
血
の
み
で
約

１
時
間
で
検
査
結
果
が
わ
か
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
確
認
検
査
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
は
、
結
果
報
告
に
約
１
週

間
か
か
り
ま
す
。

※
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
日
か

ら
３
か
月
以
上
経
っ
て
か
ら
の

検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

検
査
日
・
場
所

・
12
月
11
日
㈰　
越
谷
レ
イ
ク

　
タ
ウ
ン　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

・
12
月
18
日
㈰　
川
口
駅
前
市

　
民
ホ
ー
ル　
フ
レ
ン
デ
ィ
ア

・
１
月
22
日
㈰　
ウ
ェ
ス
タ
川

　
越　
多
目
的
ホ
ー
ル

・
２
月
26
日
㈰

　

W
ithYou

さ
い
た
ま
（
埼

　
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　
ン
タ
ー
）
セ
ミ
ナ
ー
室

・
３
月
19
日
㈰　
Ｌ
・
フ
ォ
ル

　
テ
（
深
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
推
進
セ
ン
タ
ー
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

検
査
時
間

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時

　
（
予
約
不
要
）

★
埼
玉
県
健
康
づ
く
り
事
業
団

　
☎
０
４
９
３
―
８
１
―
６
７

　
２
９
（
平
日
午
前
９
時
～
午

　
後
５
時
）

「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
12
月
11
日
㈰　
午
前
10

　
時
～
11
時
45
分
、
午
後
１
時
～

　
４
時

会
場　
ア
ピ
タ
本
庄
店

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
（
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

　
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る

　
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

種
類　
全
血

　
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
４
０

０
ml
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
２
０
０
ml
献
血

は
、
必
要
量
が
集
ま
り
次
第
、

終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
０
３

「
第
10  
次
本
庄
市
交
通
安
全

計
画
」（
案
）
に
つ
い
て
み
な

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
「
第
10
次
本
庄
市
交
通
安
全

計
画
」を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

計
画
（
案
）
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
12
月
６
日
㈫
～
１

　
月
10
日
㈫

対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所

　
を
有
す
る
個
人
・
法
人
そ
の

　
他
の
団
体

③
市
税
の
納
税
義
務
者

④
こ
の
事
案
の
利
害
関
係
者

閲
覧
場
所　
危
機
管
理
課
（
市

　

役
所
３
階
）、
総
務
課
（
ア

　

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）、
市
民

　
活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ
ん
プ

　

ラ
ザ
内
）、
図
書
館
児
玉
分

　
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間　
各
閲
覧
場
所
の
開

　
庁
・
開
館
時
間

意
見
の
提
出
方
法　
所
定
の
用

　
紙
（
各
閲
覧
場
所
で
配
布
又

　
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
直
接
又
は

　
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

　
メ
ー
ル
（kikikanri@

city.

　

honjo.lg.jp

）
で
左
記
へ

郵
送
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
危
機
管
理
課

　
安
全
安
心
係　
宛

意
見
の
取
り
扱
い　
意
見
に
対

　
す
る
考
え
方
及
び
修
正
案
は
、

　
内
容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似

　
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て
公

　
表
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
等

　
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

　
し
ま
せ
ん
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

　
蕭
�
０
６
０
２

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
（
拉
致
問
題
を
考
え

る
週
間
）

～
12   
月
10   
日
か
ら
16   
日
～

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の

解
決
に
は
、「
拉
致
は
許
さ
な

い
」
と
い
う
市
民
一
人
ひ
と
り

の
声
が
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の

週
間
を
機
に
拉
致
問
題
へ
の
意

識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
社
会
福
祉
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
３
２

　
７
７

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

はにぽん準グランプリへの御礼と
ゴルゴ松本氏「命の授業」を聴いて

　まず市民の皆さまには本庄市マスコットはにぽんが、ゆ
るキャラ ® グランプリ 2016 において準グランプリを獲得
できましたことへの御礼を申し上げます。皆さまからは

「孫に投票の仕方を教わって毎日投票していました」、「優
勝できなかったのは残念です」、「毎日はにぽんを応援でき
て良かった」などというたくさんのご意見をいただきまし
た。改めて厚く御礼を申し上げます。なお、11 月５、６
日に愛媛県松山市において開催された決戦投票のイベント
会場には、本市からも多くの皆さまが駆けつけてくださり、
会場に設置した本庄市のブースは、間違いなくどのブース
よりも盛り上がっていたことをご報告させていただきます。
　はにぽんはこれからも本庄市を代表するキャラクター
として、みんなに笑顔を届けるため活動してまいります
ので、どうぞよろしくお願いいたします。
　さて11月15日、本庄市民文化会館においてお笑いタレ
ントとして活躍中のゴルゴ松本さんの講演会を開催いた
しました。この講演会は市が教育委員会と共に毎年実

施している「人権教育研究集会」の本年度事業として
開催したものです。ゴルゴ松本さんは深谷市（旧花園
町）生まれの49歳。お笑いコンビ「TIM」として活躍す
る一方、５年前から少年院などで「命」や「人生」を
テーマにボランティア講演の活動を行っています。
　当日は市民文化会館大ホールの1200席が満席となるな
か、松本さんは全身全霊オーバーアクションで、オリ
ジナルな解釈を交えて漢字の意味について説明しなが
ら、迫真の講演を行ってくださいました。
　「自分の親は２人、おじいちゃんおばあちゃんは４
人、ひいおじいちゃんひいおばあちゃんは８人、15
代さかのぼると３万２千人、誰もが無数の尊い命を
いただいている！｣
　「『井の中の蛙大海を知らず』ここまでが中国のこと
わざ、しかし日本人は『されど空の深さを知る』とい
う言葉を付け加えた、小さな世界に生きていても一所
懸命頑張っている人生に誇りを持とう！」などなど、
実に元気が沸く言葉の数々、素晴らしい講演会でした。
　はにぽんの笑顔とゴルゴ松本氏の元気、本庄市が
また明るくなった思いです。  本庄市長


